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自然が奏でる子守唄の里　五木村
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Topics

　10月 26日（水）から 27日（木）に開催された「第
62 回日本学校農業クラブ全国大会」に、五木村か
ら芦北高校へ進学した久保田晋輔君（林業科２年）
が九州大会ブロック代表として出場し、意見発表「環
境の部」において、見事最優秀賞と文部科学大臣賞
を受賞されました。
　これはとても素晴らしい快挙で、本村にとっても
大変喜ばしいニュースです。晋輔君の論文や発表さ
れた意見には、故郷である五木村の山林・林業への
並々ならぬ熱い思いが込められていたそうです。
　今後は、林業分野の公務員を目指しているという
晋輔君。これからの更なる活躍を期待します。

人の動き（12月20日現在） 戸籍の窓口編集後記
人　口・・・１３３2人
世帯数・・・５４5世帯

※10月１9日～12月20日届出分

・・・・・・・・・・・・・・・・・２～３面
・・・・４～５面

・・・・・・・・・・・・10面
・・・・・・・11面

・・・・・・・・・・・・・・11面

村長年頭ご挨拶
第23回五木の子守唄祭（全国子守唄サミット）
平成24年五木村成人式のご案内
第30回五木村新春駅伝大会実施のお知らせ
今冬における節電のお願い

村長
第2
平成
第3
今冬

　 全国大会最優秀賞・文部科学大臣賞受賞！久保田晋輔君
～五木中出身、久保田君が日本学校農業クラブ全国大会最優秀賞を受賞～

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。〝
一
年
の
計
は
元
旦
に

あ
り
〞と
言
う
こ
と
で
、
私
も
早
速
今
年
達
成
し
た
い

目
標
な
ど
に
色
々
思
い
を
張
り
巡
ら
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
過
去
に
あ
っ
た
反
省
す
べ
き
点
な
ど

も
教
訓
と
し
て
取
り
入
れ
な
が
ら
、
目
標
達
成
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
一
年
に
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
冷
え
込
み
が
こ
れ
か
ら
暫

く
は
続
き
そ
う
で
す
が
、
皆
さ
ま
も
健
康
管
理
に
は

十
分
留
意
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。（
弘
）

◆
お
く
や
み
◆

10
月
28
日　

有
本　

武
夫 （
91
才
）　

下
平
瀬

11
月
３
日　

尾
方　
ハ
ツ
エ （
102
才
）　

瀬
目

11
月
５
日　

宮
原　

伸
一 （
81
才
）　

小
鶴

11
月
23
日　

村
山　
タ
ツ
ノ （
101
才
）　

宮
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

Topics
「税を考える週間」で表彰
　今年も税を考える週間（11/11 ～ 11/17）にあわせ
て、五木東小学校の生徒の皆さんから、税に関する習
字の作品を応募いただきました。
　審査の結果、高田知歩さんが、五木村長賞に選ばれ、
副村長より表彰が行われました。

　平成 23 年９月 20 日に亡くなられた木下
茂富さん（頭地）は昭和 50 年五木村議会議
員に当選以来、平成５年までの間、５期 18
年２ヶ月間の永きにわたり在職し、特に、
平成元年から４年間議長を務め、村の進展
にご尽力されました。その生前の功績が讃
えられ、受章となりました。

第１回五木村ログハウス教室
開催・受講者募集！

日　程：平成 24年１月７日（土）～９日（月）
場　所：鴦山の樅木さんの作業場
参加費：お一人１０，０００円
　詳しい参加お申込方法は、役場農林課（３７
－２２４７）までお問い合せください。

故　木下茂富氏に
　旭日単光章

祝

11 月２日（水）芦北高校担任の教諭（写真左）ととも
に役場に表敬訪問に訪れた久保田晋輔君（写真中央）。
11月２日（水）芦北高校担任の教諭（写真左）ととも
に役場に表敬訪問に訪れた久保田晋輔君（写真中央）。
11月２日（水）芦北高校担任の教諭（写真左）ととも
に役場に表敬訪問に訪れた久保田晋輔君（写真中央）。

いつきちゃんサンタがやってきた！いつきちゃんサンタがやってきた！いつきちゃんサンタがやってきた！ 　毎年「税を考える週間」期間中は、役
場庁舎ロビーに、児童たちの習字を展示
しております。どの子たちも見事な達筆
でした。

　毎年「税を考える週間」期間中は、役
場庁舎ロビーに、児童たちの習字を展示
しております。どの子たちも見事な達筆
でした。

　毎年「税を考える週間」期間中は、役
場庁舎ロビーに、児童たちの習字を展示
しております。どの子たちも見事な達筆
でした。

12月22日（木）五木村中央保育所でクリ
スマス会が行われ、サンタクロースに扮し
た、いつきちゃんが登場しました。いつき
ちゃんサンタから園児たち一人一人にクリ
スマスプレゼントが手渡されると、「いつ
きちゃんありがとう！」とみんなで喜んで
言いました。
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輝
か
し
い
新
春
を
一
家
団
欒
の
な
か
で
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ

た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
「
卯
年
」
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方
々
か
ら
災
害
に
注
意
を
と
の
ご
助
言
を
頂
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
本
村
で
は
大
き
な
災
害
は
発
生
致
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
国
内
に

お
い
て
は
三
月
十
一
日
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
津
波
に
よ
っ
て
多
く
の
生
命
と
財
産
が
失
わ
れ
、

ま
た
、
い
ま
だ
に
原
発
事
故
に
よ
る
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
や
避
難
さ
れ
て
る
方
な
ど
多
く

の
犠
牲
が
伴
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
台
風
十
二
号
や
十
五
号
に
よ
っ
て
多
く
の
生
命
と
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て

ご
冥
福
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
規
模
で
は
タ
イ
で
の
浸
水
被
害
を
は
じ
め
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
経
済
危
機
や
リ
ビ
ヤ
の
政
変
等
、

大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
村
で
は
川
辺
川
ダ
ム
建
設
の
中
止
表
明
を
受
け
て
の
再
建
計
画
策
定
を
進
め
、
そ
の
実
施
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
平
野
西
谷
、
宮
園
、
鶴
、
横
手
、

白
水
、
竹
の
川
を
水
害
か
ら
守
る
五
木
ダ
ム
に
つ
い
て
知
事
は
建
設
中
止
の
方
向
で
県
公
共
工
事
再
評

価
監
視
委
員
会
に
諮
問
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
住
民
を
始
め
議
会
や
各
団
体
に
協
力
頂
き
、
建
設

促
進
に
向
け
た
住
民
集
会
や
抗
議
活
動
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
委
員
会
で
は
異
例
と
言
え
る
意
見
を
付
し
て
答
申
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
諮
問
や
答
申
は
整
備
計
画
レ
ベ
ル
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
洪
水
量
は
宮
園
橋
で

一
千
五
百
ト
ン
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
基
本
方
針
が
あ
り
こ
れ
に
よ
る
洪
水
量
は
宮
園
橋
で

二
千
二
百
ト
ン
で
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
整
備
計
画
一
千
五
百
ト
ン
へ
の
対
策
案
の
説
明
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
た
ま
た

ま
宮
園
地
区
の
河
床
が
低
下
し
て
い
る
現
時
点
で
は
流
下
能
力
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
河
床
の
上

昇
や
一
千
五
百
ト
ン
以
上
の
流
量
が
あ
っ
た
場
合
は
洪
水
被
害
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
対
応
を
求
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
村
の
再
生
再
建
に
つ
き
ま
し
て
は
六
月
二
十
六
日
、
国
、
県
、
村
に
よ
る
三
者
協
議
に
お
い
て
役

割
の
分
担
と
一
定
の
方
向
に
つ
い
て
合
意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
合
意
に
基
き
、
再
建
計
画
の
策
定
を
急
い
で
お
り
、
二
十
四
年
度
か
ら
実
施
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
大
ま
か
な
内
容
は
、
対
象
地
域
は
全
村
と
す
る
、
計
画
期
間
は
二
十
四
年
度
か
ら
三
十
年
度

ま
で
と
す
る
、
基
盤
整
備
の
規
模
は
概
ね
百
五
十
億
円
程
度
と
す
る
、
村
の
財
源
補
填
と
し
て
県
は

五
十
億
円
確
保
す
る
、
水
没
予
定
地
を
暫
定
的
に
活
用
す
る
、
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
基
盤
整
備
と
相
ま
っ
て
ソ
フ
ト
事
業
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雇
用
機
会
の
増
大
や
経

済
活
動
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
林
業
や
産
業
を
通
じ
た
観
光
、特
産
物
の
生
産
増
大
な
ど
、

住
民
の
福
祉
向
上
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
な
か
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し
も
追
求
し
、
さ
ら
に
移
動
手
段
の

さ
ら
な
る
充
実
や
福
祉
向
上
等
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

四
月
か
ら
宮
園
に
お
い
て
小
規
模
多
機
能
型
の
福
祉
施
設
が
開
所
さ
れ
ま
す
が
、
健
康
で
利
用
の
必

要
が
な
い
こ
と
が
一
番
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
色
ん
な
理
由
か
ら
利
用
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
事
情
が
発
生
致
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
の
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
て
、
村
内
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
必
要
に

応
じ
た
活
用
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
二
十
四
年
も
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
。
村
民
各

位
並
び
に
議
会
、
さ
ら
に
は
多
く
の
方
々
の
提
言
や
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
光
り
輝
く
村
づ
く
り
に

邁
進
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
、
そ
し
て
健
康
で
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
念
じ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

五
木
村
長　

和
田
拓
也

あけましておめでとうございます



【オープニングの木カット】【オープニングの木カット】【オープニングの木カット】

【五木の子守唄踊】
（五木の子守唄保存会）
【五木の子守唄踊】
（五木の子守唄保存会）
【五木の子守唄踊】
（五木の子守唄保存会）

【土搗き】【土搗き】【土搗き】

【福連木の子守唄】
（天草市）
【福連木の子守唄】
（天草市）
【福連木の子守唄】
（天草市）

【島原の子守唄】
（長崎県島原市）
【島原の子守唄】
（長崎県島原市）
【島原の子守唄】
（長崎県島原市）

【正調五木の子守唄】
（堂坂ヨシ子さん）
【正調五木の子守唄】
（堂坂ヨシ子さん）
【正調五木の子守唄】
（堂坂ヨシ子さん）

【竹細工作り体験】【竹細工作り体験】【竹細工作り体験】

【いも煮会】【いも煮会】【いも煮会】

【福連木の子守唄】
（天草市福連木小）
【福連木の子守唄】
（天草市福連木小）
【福連木の子守唄】
（天草市福連木小）

【宇目の唄げんか】
（大分県佐伯市）
【宇目の唄げんか】
（大分県佐伯市）
【宇目の唄げんか】
（大分県佐伯市）

【根来の子守唄】
（和歌山県岩出市）
【根来の子守唄】
（和歌山県岩出市）
【根来の子守唄】
（和歌山県岩出市）

【根来鉄砲隊】
全国子守唄サミット
開催の火蓋をきりま
した。

【根来鉄砲隊】
全国子守唄サミット
開催の火蓋をきりま
した。

【根来鉄砲隊】
全国子守唄サミット
開催の火蓋をきりま
した。 【中国地方の子守唄】

（岡山県井原市）
【中国地方の子守唄】
（岡山県井原市）
【中国地方の子守唄】
（岡山県井原市）

【この子のかわいさ】
（静岡県沼津市）
【この子のかわいさ】
（静岡県沼津市）
【この子のかわいさ】
（静岡県沼津市）

【正調五木の子守唄】
（川辺みゆきさん）
【正調五木の子守唄】
（川辺みゆきさん）
【正調五木の子守唄】
（川辺みゆきさん）

【サミット旗伝達】
次期開催地の島原市に手渡されました。
【サミット旗伝達】
次期開催地の島原市に手渡されました。
【サミット旗伝達】
次期開催地の島原市に手渡されました。 【緑に響く五木の子守唄】

（五木東小学校）
【緑に響く五木の子守唄】
（五木東小学校）
【緑に響く五木の子守唄】
（五木東小学校）

【五木の子守唄・遊戯】
（中央保育所）
【五木の子守唄・遊戯】
（中央保育所）
【五木の子守唄・遊戯】
（中央保育所）

【風の子守唄】（五木中学校）【風の子守唄】（五木中学校）【風の子守唄】（五木中学校）【田口太鼓踊り】【田口太鼓踊り】【田口太鼓踊り】

【高野太鼓踊り】【高野太鼓踊り】【高野太鼓踊り】

【文化披露】【文化披露】【文化披露】

【星野ひな子童謡コンサート】【星野ひな子童謡コンサート】【星野ひな子童謡コンサート】

【くまモンショー】【くまモンショー】【くまモンショー】

【正調五木の子守唄】
（下村和子さん）
【正調五木の子守唄】
（下村和子さん）
【正調五木の子守唄】
（下村和子さん）

【関島秀樹コンサート】【関島秀樹コンサート】【関島秀樹コンサート】

【花火大会】
約700発の花火が五木の夜空を彩りました。
【花火大会】
約700発の花火が五木の夜空を彩りました。
【花火大会】
約700発の花火が五木の夜空を彩りました。

【灯篭ライトアップ】
牛乳パック・竹筒で作った灯篭が
国道445号沿いに並べられました。

【灯篭ライトアップ】
牛乳パック・竹筒で作った灯篭が
国道445号沿いに並べられました。

【灯篭ライトアップ】
牛乳パック・竹筒で作った灯篭が
国道445号沿いに並べられました。

【歩行者天国となった国道445号】【歩行者天国となった国道445号】【歩行者天国となった国道445号】

　秋の村内一大イベント『第 23 回五木の子守唄祭』が 11 月 5
日（土）から 6 日（日）の 2 日にかけて、子守唄公園周辺で開
催されました。今年は、五木村、静岡県沼津市、和歌山県岩出市、
岡山県井原市、大分県佐伯市、長崎県島原市、天草市の７市村
による『全国子守唄サミット』も同時に開催。村内外から来ら
れた多くの人で大賑わいでした。多彩なイベントが繰り広げら
れ、また紅葉が見ごろな中での開催だったこともあり、両日合
わせ、およそ 8,000 人もの来場がありました。多くの皆さまご
来場いただき、ありがとうございました。

第23回全国子守唄サミット＆フェ
スティバル2011 in 五木

第23回五木の子守唄祭
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【由紀さおりオンステージ】
多くのファンの方も詰め掛け、往年の
ヒット曲「夜明けのスキャット」など
を熱唱しました。

【川崎のぼる先生（漫画家）感謝状贈呈】
漫画「巨人の星」などの作者で知られ、
いつきちゃんの生みの親でもある川崎
のぼる先生に感謝状が贈呈されました。

【木遣り実演】【木遣り実演】【木遣り実演】
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11/12（土）宮園大イチョウ祭り１２/３（土）五木村大感謝祭

12/4（日）球磨人吉消防ラッパ吹奏競技大会

　リバーサイド山里の会（藤本新一会長）主
催による、宮園大イチョウ祭りが、今年も北
公民館前広場で開催されました。祭りでは、
焼肉、豚汁、豚骨炊き、たかんぽ焼酎などが
振舞われ、カラオケ大会や五木の特産品販売
などが行われました。また今年は、７年振り
に新米のコンテストが行われ、地区で取れた
お米を来場者の方がそれぞれ試食、品評。結
果は、石川清さん（松尾野）の作ったお米が
1位に輝きました。
　紅葉シーズンだったこともあり、お祭りの
賑わいに気付き、ふと立ち寄られた村外のお
客さんも多数おられました。夜間には宮園の

大イチョウがライトアップされ、
宮園沓掛阿蘇神社前では、明か
りを付けた竹筒灯篭が並べられ、
辺りが幻想的な雰囲気に包まれ
ました。宮園地区を代表する祭
りとして、今年も多くの皆様に
ご来場いただき、ありがとうご
ざいました。

　五木村ファンクラブの方々をはじめ、日頃より五木村を応援してい
ただいている方々へ感謝の気持ちを込めて、「今年もありがとう！五
木村大感謝祭☆彡」を観光協会と共同で開催しました。
　熊本県内各地をはじめ、遠くは福岡県、鹿児島県から計 65名の方々
にお越しいただきました。
　体験イベントでは、青竹カップ、竹箸作り、餅つき、しめ縄作り、
椎茸狩りなどを体験していただきました。その後、シシ汁、豆腐のか
らあげ、もみじご飯、おやき、アピオスかりんとう、シカ肉入りカレー
など五木グルメが振舞われ、大好評。お楽しみクイズ大会では、景品
に川崎のぼる先生直筆の星飛雄馬のイラスト入りサイン色紙をプレゼ

ントいたしました。ご参
加いただいた皆様・ご協
力いただいた皆さま、あ
りがとうございました。

　五木中学校体育館にて恒例の五木中学校文化祭が開催されました。今年
のテーマは昨年に引き続き「ふるさと」、スローガンは「五木中 ( ここ ) か
ら発信！！～五木の誇り・五木の心～」。文化祭では、中学校生徒が、五木
の水生生物、高齢者問題、小学校の歴史など、それぞれのテーマに沿って
調べたことについての総合学習発表や、英語暗唱発表などが行われたほか、
PTAや職員による合唱・合奏、全校生徒劇、バザーなど様々な催しで、来
場者の方をおもてなししました。この日のために一所懸命、練習や準備を
されてきた生徒の皆さん、学校関係者の皆さん、素晴らしい文化祭を見せ
てくださりありがとうございました。

　去る 12月 4日（日）20回目を迎え
る球磨人吉消防ラッパ吹奏競技大会が、
あさぎり町の須恵文化ホールで開かれ、
本村からも第 2分団の甲斐幸男ラッパ
長以下 10 名のラッパ手がステージに
立ちました。当日の会場は各市町村か
らの多くの選手や関係者で埋め尽くさ
れ、五木村は5番目に登場。今年度から、
新しく五木村消防団に入団した 4名の
新人も緊張しながら本番に臨みました。
練習期間は約1ヶ月と短かったものの、
それぞれが日頃の練習の成果をいかん
なく発揮しました。結果は、団体の部
では残念ながら入賞を逃しましたが、
個人の部では、福原博信ラッパ手が 3
位の入賞を果たしました。審査員の講
評どおり出場者のレベルが向上してお
り、いずれも僅差となった大会でした。

11/20（日）中学校文化祭

英語暗唱の部

総合学習発表の部
開会式では、生徒会がアルミ缶リサイクルを通して購入した車椅子
を、社会福祉協議会に寄贈しました。
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12/18（日）第５９回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会

　人吉城跡ふるさと広場をスタート・ゴールとする全

長 52.94 ㎞（８区間）のコースで健脚を競う、「第 59

回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会」（熊本日日新聞主

催）が今年も開催されました。

　選手の皆さんは、学校や仕事が終わっ

てから、練習を重ね、本番に臨みました。

　大会当日は厳しい冷え込みながらも、

絶好の日和に恵まれ、選手の皆さんは一

所懸命力走していました。

　五木村出場チームにとっては、今年も

厳しい結果となりましたが、出場された

皆さんは、ベストを尽くして精一杯臨

まれたことと思います。

　大会当日まで練習や準備に携わられ

た関係者の皆さん、大変お疲れさまで

した。また、寒い中、応援に駆け付け

ていただいた村民の皆さん、ありがと

うございました。

民法等の一部改正と新しい親権制限の制度
ー　児童虐待を防ぐために　ー

　平成 23年６月に、民法等の一部を改正する法律が公布され、公布の日から起算して一年を超えない範囲内で施行されるこ
とになりました。その主な内容を紹介します。

　親権制限の制度や未成年後見制度についてお知りになりたい場合には、裁判所ウェブサイト（http://www.courts.go.jp）
をご覧いただくか、お近くの裁判所※にお問い合わせください。

※全国の裁判所の所在地・電話番号については、http://www.courts.go.jp/map.html をご覧ください。

通勤費助成金申請に
ついて

　下記により、平成23年分の通勤費助成金
（月額3千円のガソリン券）の申請受付を行
います。「子育て・定住支援条例施行規則第２
条」の支給要件に該当する方は、保健福祉課
に申請書を提出して下さい。
　尚、平成24年７月１日以降は申請ができま
せんのでご注意ください。

●申請受付期間●
平成 24年１月４日より　　　　
　　　　６月 30日まで

　申請書は保健福祉課に用意しています
が、ホームページからもダウンロードでき
ます。詳しくは、各家庭に配布しておりま
す、パンフレットをご覧ください。
※支給要件（抜粋）
（１）五木村に住所を所有し現に居住する

者で、かつ引き続き永住の意思を持
つ者。

（２）村外の就業地に勤務し、自宅からの
通勤距離が片道 25キロメートル以
上。

（３）年齢が満 16歳から満 45歳まで。
（４）一月の勤務日数が 15 日以上あるこ

と。

国税庁ホームページで確定申告書等
作成コーナーを提供しています

　国税庁のホームページに掲載している確定申告書等作成コーナーで
は、画面案内に従って金額等を入力することにより、確定申告書等を
作成することができます。
（http://www.nta.go.jp）
　税務署の申告相談会場に出向かなくても作成した確定申告書等は印
刷して税務署へ郵送等により提出することができます。
　また、電子申告用データを作成すれば、電子申告（e-Tax）により
申告等を行うことができます（贈与税を除く）。
　なお、e-Tax を利用して所得税の確定申告をされると、
①本人の電子署名及び電子証明書を付けて申告期限までに申告された
方は、所得税の額から 4,000 円（その年分の所得税を限度とします。）
を控除することができます（平成 19年分から平成 22年分のいずれ
かの年分の確定申告でこの控除を受けた方は、受けられません）。

②医療費の領収書や源泉徴収票等の提出又は提示に代えて、その記載
内容を入力して送信することができます（申告期限から３年間は、
税務署長の要求に対し提出又は提示義務があります。）。

③電子申告を利用して申告された還付申告は早期処理しています（お
おむね３週間程度）。

④ e-Tax で納税証明書の交付請求を行うと手数料が安価です（証明書
は電子ファイルの発行のほか、書面での発行も請求できます。）。

　詳細は e-Tax ホームページをご覧ください。
（http://www.e-tax.nta.go.jp）
人吉税務署（電話０９６６－２３－２３１１）
※自動音声案内の後、「２」を選択

Ｑ　どうして民法等の一部が改正されたのですか？
Ａ　近年、児童虐待が深刻な社会問題となっています。児童虐待を
行う親への対応としては親権喪失制度がありましたが、要件も効
果も重く、活用しにくいと指摘されていました。児童虐待のよう
に親権の行使が不適切な場合には、必要に応じて適切に親権を制
限することができるようにする必要があり、また、親権を制限し
た後には、親権者に代わって子の身の回りの世話や財産の管理を
行う適任者を確保する必要があります。
　　このような必要性を踏まえ、児童虐待の防止等を図り、児童の
権利利益を擁護する観点から、民法や児童福祉法その他の法律が
改正されました。
Ｑ　具体的に、どのような改正がされたのですか？
Ａ　民法において、親権停止制度が創設されるとともに、親権喪失
や管理権喪失の原因も見直されて、子の利益が害されている場合
に親権が制限され得ることが明確になりました。また、親権を制
限した後の子の安定した監護を実現するために、未成年後見制度
も見直されました。このほか、親権者は子の利益のために監護教
育をすべきことが明確化されるなどしました。
　　児童福祉法の改正では、施設入所等の措置がとられている子の
監護等に関し、子の福祉のために施設長等がとる措置を、親権者
等は不当に妨げてはならないことが明確化されるなどしました。
Ｑ　親権停止制度とはどのような制度ですか？
Ａ　２年以内の期間に限って親権を行うことができないようにする
制度です。

　　これにより、親権喪失の要件を満たすまでには至らない比較的
程度の軽い事案でも、必要に応じて親権を制限できることになり
ました。
Ｑ　親権停止の審判を請求できるのは誰ですか？
Ａ　子の親族、検察官のほか、協力してくれる親族がいない場合等
でも迅速に親権停止の審判を請求できるように、子自身や未成年
後見人等にも請求権が与えられました。また、児童福祉法の改正
により、児童相談所長も請求できることとされました。
　　なお、親権喪失や管理権喪失の審判の請求者も親権停止の審判
と同様となりました。
Ｑ　未成年後見制度はどのように見直されたのですか？
Ａ　未成年後見人は複数でもよいこととされ、また、法人を未成年
後見人に選任することができるようになりました。
　　これまでは、未成年後見人の職務を一人で行うのは負担が大き
いなどの理由で、なり手が見つかりにくい状況にありましたが、
この改正によって、適切な未成年後見人を確保できるようになる
ことが期待されています。
Ｑ　今回の改正で、離婚後の子の監護に関する事項も改正されたよ
うですが。
Ａ　民法第 766条第１項で、離婚後の子の監護について必要な事項
の具体例として、面会交流や養育費の分担が明示されるとともに、
子の監護について必要な事項を定めるに当たっては、「子の利益
を最も優先して考慮しなければならない。」との理念が明記され
ました。

出場された選手・関係者の皆さん
（前列左から、井元淳選手（１区走行）、岡本昂選手（２区走行）、永里天朗選手（３区走行）、豊永康伸選手（４区走行）、
園田幹選手（５区走行）、白石汀紗選手（６区走行）、山本真也選手（７区走行）、川口峰寿選手（８区走行））

永里天朗選手から豊永
康伸選手にタスキ渡し

白石汀紗選手から山本真也
選手にタスキ渡し園田幹選手

五木村チーム、
　　　よく頑張った！

12/10( 土）保育所お遊戯会
　中央保育所遊戯室にて、午前９時から 12
時まで行われました。この日のために、２ヶ
月前から歌や踊りの練習をしてきた園児た
ちが、参観に来た保護者の方々の前で日頃
の練習の成果を披露しました。園児たちの
可愛いらしい演技を目の前にして、参観さ
れた保護者の皆さんは、カメラ片手に微笑
ましいご様子でした。プログラムは全部で
21種目あり、最後には、全児童と全職員で、
「五木の子守唄」を合唱しました。皆さまの
素晴らしい演技ありがとうございました。

平成 24年度保育所園児募集 ! !
【 保 育 所 名 】　五木中央保育所
【 募 集 園 児 】　０歳から就学前まで
【入所申込期間】　平成 24年１月４日～１月 31日
【 所 在 地 】　五木村甲３３７４－５２
【 開 所 時 間 】　午前７時３０分～午後６時
【 保 育 時 間 】　平日：午前８時 30分～午後４時 30分
　 　 　 　 　 　土曜日：午前８時 30分～午後 12時 30分
【 お 問 合 せ 】　中央保育所（３７－２３６１）
　　　　　　　　役場保健福祉課（３７－２２１４）
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平成 24年五木村成人式のご案内
　平成 3年 4月 2日から平成 4年 4月 1日生ま
れで新成人となられる皆さまの門出をお祝い致し
たく、五木村成人式を次のとおり開催致します。
◇日時　平成 24年 1月 4日（水）
　　　　　　午前 10時 30分～受付 
　　　　　　午前 11時 00分～開式 
　　　　　　正午ごろ　閉式
◇場所　五木村役場 2階大会議室 

お問い合わせ
五木村教育委員会
TEL: ３７－２２６６

11 名のヘルパーが誕生！
ホームヘルパー２級修了式

　12月17日（土）五木村社会福祉協議会ではホームヘルパー
２級養成講座の修了式が行われました。本講座は昨年に引き
続いて実施されたものですが、受講生 11名は約６ヶ月間に
わたり、ヘルパー
として必要な講
座・施設実習を受
け、一人の脱落者
もなく全員がヘル
パー２級の資格を
取得されました。

家庭裁判所における教育的な働きかけ
～社会奉仕活動を目的とした補導委託～

家庭裁判所における試験観察と補導委託
　家庭裁判所では、非行のあった少年について、保護観察や、少年院送致などの処分を決めますが、しばらく少年の生活態度などを見
てから処分を決めることもあり、これを「試験観察」といいます。

　試験観察においては、少年が非行を繰り返すことがないよう、様々な方法で教育的な働きかけを行っています。例えば、老人福祉
施設や乳児院などの施設に少年を預けて指導してもらう「補導委託制度」を利用し、短期間社会奉仕活動に取り組ませることがありま
す。

老人福祉施設における社会奉仕活動
　例えば、少年を特別養護老人ホーム等に３日間程度通わせたりして、施設の職員の指導の下、食事の介添えやお年寄りの話し相手、
車いすでの移動の補助などの活動に参加させることをしています。

乳児院における社会奉仕活動
　また、少年を乳児院に通わせて、子どもの遊び相手をしたり、抱っこをしたりするなどの保育活動の手伝いに参加させることもして
います。

参加した少年は…
　参加した少年の感想文をいくつか紹介します。
・「最初は話をしたい、手を貸してあげたいと思っても行動できない自分がいやになった。でも、職員の方にアドバイスされて、しゃ
がんで入所者の方に視線を合わせたり、ゆっくり話しかけるように工夫したらうまくいった。お手伝いすると、ちょっとしたことでも
「ありがとう。」と言われ、嬉しかった。いろんなことを学んだ３日間だった。」
・「職員のみなさんが一日中一生懸命働いているのをみて、働かずに遊んでばかりいる自分が恥ずかしくなった。これからは、社会
のためになることをもっとやっていきたい。

社会奉仕活動に参加することの効果
　最近の非行少年の特徴として、自分の殻に閉じこもりがちなこと、他人とうまくコミュニケーションを取れないことなどが指摘され
ていますが、少年たちは、社会奉仕活動に参加する中で、自然と相手をいたわったり、思いやる気持ちを持つようになります。
　また、ささいなことでも人から「ありがとう」と感謝されることを経験します。それを通じて大きな達成感が得られるので、相手の立場
に立って考えることの大切さを身をもって実感することができます。
　さらに、献身的に働く職員の姿に感銘を受けて、自らの生活を振り返る少年も少なくありません。
　こうした経験が、立ち直りのきっかけになるものと考えられています。

家庭裁判所の手続
事
件
の
発
生

補導委託
最終的な
処分の決定
不処分
保護観察
少年院送致　など

試験観察
事
件
の
受
理

調
査

審
判

～九州電力からのお願い～
今冬の節電にご協力を！

　九州電力では、原子力発電所停止に伴い、電力供給力確保のため最大
限の努力を行っているところですが、今冬の電力需給はきわめて厳しい
見通しです。
　このため、住民・事業所の皆様にはご不便とご迷惑をお掛けし誠に申
し訳ございませんが、引き続き、節電にご協力いただきますよう、よろ
しくお願い申し上げます。
【節電ご協力期間】
■12月1日（木）～3月30日（金）の平日（年末年始を除く）
■特に12月 26日（月）～2月 3日（金）の平日（年末年始を除く）の8時～21時については、さらに需給状況が厳し
くなるため、５％以上を目標に節電へのご協力をお願いします。

【ご家庭での節電取組み事例】

エアコン
重ね着などをして、室温20℃を心がけましょ
う。
窓には厚手のカーテンを掛けましょう。

照明 不要な照明をできるだけ消しましょう。

テレビ 画面の輝度を下げましょう。
必要な時以外は消しましょう。

冷蔵庫
冷蔵庫の設定を「弱」に変えましょう。
扉を開ける時間をできるだけ減らしましょう。
食品を詰め込まないようにしましょう。

ジャー炊飯器
早朝にタイマー機能で1日分をまとめて炊き
ましょう。
保温機能は使用せずに、よく冷ましてから冷
蔵庫に保存しましょう。

温水洗浄便座
（瞬間式）

便座保温・温水の温度設定を下げましょう。
不使用時は、ふたを閉めましょう。

待機電力
リモコンではなく、本体の主電源を切りましょ
う。
使わない機器はプラグを抜いておきましょう。

ご事情に応じて、５％以上を目標に節電をお願いします。
日々の需給状況をお知らせします。
■「でんき予報」の掲載
・皆様の節電への取組みをサポートするため、九州電力ホームページにて需給状況をお知らせします。
・夏季に実施した「日々の需給状況」に加え、「週間の需給見通し」（週間でんき予報）を掲載します。
■緊急時の「節電ご協力お願いメール」の配信（ご登録お願い）
・「でんき予報」において、需給状況が大変厳しくなると予想される場合に、需給見通しと節電ご協力のお願いを、予めご
登録頂いた携帯電話へメールでお知らせします。是非、ご登録いただきますようお願いします。詳しくは九州電力ホーム
ページ（http://www.kyuden.co.jp/）をご覧ください。

【その他の取組み事例】

ライフスタイ
ル

夕方に電気製品の使用が重ならないよう家事の
段取りを組みましょう。
温湿度計をつけて、室温の管理（20℃）を行
いましょう。

エアコン

電気の暖房機器（ガス・石油以外）を使う場合
には、エアコンと電気ストーブ・ヒーターを上
手に使い分けましょう。
扇風機やサーキュレーターで部屋の上部の暖気
を循環させましょう。

暖房機器
電気カーペットは人のいる部分だけを暖めるよ
うにしましょう。設定温度を「中」または「弱」
にするよう心がけましょう。

こたつ こたつは、上掛けなどを活用し、暖気を逃さな
いようにしましょう。

洗濯機 容量の 80％程度を目安にまとめ洗いをしま
しょう。

パソコン 省電力設定を活用しましょう。

掃除機 夕方のピーク時はモップやホウキを使ってみま
しょう。
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ロアッソ熊本情報
入会金　一般／ 2,000 円（年齢制限なし）
　　　　ジュニア／ 1,000 円（高校生以下）
入会すると
次の特典が
あります。

2012シーズンシート発売開始
　2012 シーズンのホームゲームの開幕戦か
ら最終戦までを、お得に観戦できる「2012 シ
ーズンシート」を発売しています。15 試合以
上観戦する方にはお得なパスです。

「2012ロアッソ熊本オフィシャルカレンダー」販売
　監督、選手のプレー写真などが入ったオリジナルカレンダー
を発売しています。
販売場所　㈱アスリートクラブ熊本クラブ事務所（東町 3-3-3）
ロアッソ熊本公式サイトオンラインショップ
（http://roasso.jp/）

問い合わせは（株）アスリートクラブ熊本☎096-283-1200
ロアッソ熊本オフィシャルWEBサイト http://roasso-k.com/

・ファンクラブ会員証の発行
・選手サイン会、選手交流イベントへの参加権
・ホームゲームでのメンバー表を配布
・ホームゲームの当日券を前売り価格で購入できます。

2012ロアッソ熊本ファンクラブ会員募集開始

席種 価格

火の国プレミアムシート 100,000 円

Ｓ席
一般 35,000 円

小中高 17,500 円

Ａ席
一般 25,000 円

小中高 12,500 円

Ｂ席
一般 21,000 円

小中高 10,500 円

Ｃ席
一般 14,000 円

小中高 7,000 円

人吉球磨広域行政組合の
平成 23年・24年度指名願の追加受付について
　人吉球磨広域行政組合では、①建設工
事、②測量・建設コンサルタント及び③物
品調達について、平成23・24年度の指名
願の追加受付を下記の期間に行います。
○受付期間　
　平成24年２月１日(水)～
　　　　　　　平成24年２月29日(水)
　※土日祝日は除く
　９時00分～17時00分
　（12時00分～13時00分は除く）
※郵送の場合、平成24年２月29日(水)
までの消印有効

　詳細・様式等については、人吉球磨広域
行政組合ホームページをご覧下さい。
　また、問い合わせは、
人吉球磨広域行政組合 総務課 管理係まで。
　（電話）０９６６－２３－３０８０
　（FAX）０９６６－２２－７２５５
(メールアドレス)　
　kanri@union.hitoyoshikuma.lg.jp
(ホームページ)　
　http://www.hitoyoshikuma.com

◆
「
お
し
ら
せ
」

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の

サ
イ
ト
利
用
に
伴
う
不
当
請
求
な

ど
、
若
者
を
ね
ら
っ
た
悪
質
商
法
の

手
口
は
ま
す
ま
す
悪
質
化
・
巧
妙
化

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
旦
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
、
解

決
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
解

決
が
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
熊
本
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
で
は
成
人
の
日
を
機
に

下
記
の
と
お
り
特
別
相
談
「
若
者
消

費
者
１
１
０
番
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

若
者
の
皆
さ
ん
、「
携
帯
電
話
等

の
架
空
請
求
」「
多
重
債
務
」「
ア
パ
ー

ト
・
借
家
等
」「
エ
ス
テ
」
な
ど
の

契
約
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
で
し
た

ら
、
是
非
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

若
者
消
費
者
１
１
０
番

■
実
施
期
間　

平
成
24
年
１
月
18
日

（
水
）
〜
１
月
20
日
（
金
）

■
受
付
時
間　

９
：
00
〜
16
：
30

１
月
20
日
（
金
）
の
13
：
00
〜

17
：
00
に
は
弁
護
士
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

※
無
料
法
律
相
談
は
、
あ
ら
か
じ

め
電
話
で
予
約
し
て
い
た
だ

き
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
来

所
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■
場
所　

熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
18

番
１
号
県
庁
行
政
棟
新
館
４
階

※
な
お
、
通
常
も
月
曜
〜
金
曜
の

９
：
00
〜
17
：
00
ま
で
、
若
者
か

ら
高
齢
者
ま
で
消
費
者
の
方
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
熊
本
事
務
所

は
、
熊
本
市
東
本
町
に
移
転
し
、
平

成
24
年
２
月
13
日
（
月
）
か
ら
業
務

を
開
始
し
ま
す
。

新
住
所
：
熊
本
市
東
本
町
16
番
３
号

詳
し
く
は
、
軽
自
動
車
検
査
協
会
熊

本
事
務
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
１
月
８
日
（
日
）
労
働
時
間
、
休

日
・
休
暇
（
年
休
な
ど
）
に
つ
い

て
・
２
月
12
日
（
日
）
未
払
い
賃
金

（
未
払
い
残
業
代
）
に
つ
い
て

・
３
月
11
日
（
日
）
解
雇
、
退
職
勧

奨
・
退
職
、
退
職
金
に
つ
い
て

・
相
談
時
間
帯
は
午
後
１
時
〜
午
後

４
時
ま
で

・
相
談
方
法
は
来
所
、
電
話

・
利
用
時
間
：
毎
日
９
時
〜
19
時

（
月
１
回
程
度
の
休
館
日
を
除
く
）

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
検
察

審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

や
申
立
て
に
つ
い
て
の
費
用
は
一
切

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
、

検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た

こ
と
の「
よ
し
あ
し
」を
審
査
し
ま
す
。

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜

日
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

し
ご
と
相
談・支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
５
２
）３
６
１
３

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
！

検
察
審
査
会

八
代
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
６
５（
３
２
）２
１
７
７

若
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法

に
ご
注
意
!!

「
若
者
消
費
者
１
１
０
番
」

を
実
施
し
ま
す
。

熊
本
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活

局
消
費
生
活
課
熊
本
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

■
人
吉
会
場

　

日
時　

平
成
24
年
２
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
市
役
所
本
館
と
な
り

　
　
　
　

℡
（
２
２
）
２
１
１
１

■
上
球
磨
会
場

　

日
時　

平
成
24
年
２
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

場
所　

球
磨
郡
多
良
木
町
大
字

　
　
　
　

多
良
木
１
５
８
６
番
地

　
　
　
　
多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

１
階
中
会
議
室

　
　
　
　

℡
（
４
２
）
６
１
１
１

■
相
談
内
容　

相
続
登
記
、
そ
の
他

登
記
全
般

■
広
報
誌
や
有
線
放
送
で
の
Ｐ
Ｒ
全

般
　

土
地
や
建
物
の
相
続
に
つ
い
て

は
、
そ
の
登
記
を
し
な
い
ま
ま
放

置
し
て
お
き
ま
す
と
、
相
続
関
係

者
が
増
え
る
な
ど
権
利
関
係
が
複

雑
に
な
り
、
後
日
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。

　

司
法
書
士
会
で
は
、２
月
を
「
相

続
登
記
は
お
す
み
で
す
か
月
間
」

と
し
、
無
料
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
、
秘
密

は
堅
く
守
り
ま
す
。

　

熊
本
労
働
局
及
び
公
共
職
業
安

定
所
で
は
、
派
遣
労
働
に
関
す
る

相
談
な
ど
に
応
じ
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
致
し
ま
す
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

　

※
各
会
場
と
も
定
員
30
名

①
平
成
24
年
２
月
10
日
（
金
）

13
：
30
〜
16
：
00

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
城　

宇
城
市

松
橋
町
松
橋
２
６
６

　

℡
０
９
６
４
（
３
２
）
８
６
０
９

②
平
成
24
年
２
月
14
日
（
火
）

13
：
30
〜
16
：
00

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
本　

熊
本
市

大
江
６-

１-

38

　

℡
０
９
６
（
３
７
１
）
８
６
０
９

③
平
成
24
年
２
月
17
日
（
金
）

13
：
30
〜
16
：
00

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　

菊
池

市
隈
府
字
南
田
７
７
１-

１

℡
０
９
６
８
（
２
４
）
８
６
０
９

◆
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

①
説
明
会　

・
労
働
者
派
遣
法
と
労
働
者
派

遣
の
し
く
み
に
つ
い
て

・
労
働
基
準
関
係
法
令
の
ポ
イ

ン
ト

②
相
談
会

・
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
こ
と

・
正
社
員
へ
の
就
職
等
の
相
談

　
「
学
ぼ
う
『
未
知
の
世
界
』
伝
え

よ
う
『
知
の
経
験
』
〜
未
来
へ
と
つ

な
が
る
人
の
絆
」
を
テ
ー
マ
に
「
ひ

と
」
に
焦
点
を
当
て
た
講
演
や
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
21
日
は
10

周
年
特
別
記
念
の
姜
尚
中
氏
の
無
料

講
演
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
２
日
間
で
す
。
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

平
成
24
年
１
月
21
日
（
土
）・

22
日
（
日
）
10
：
00
〜
16
：
00

対
象　

県
民
全
般

会
場　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ

ア
特
別
講
演
の
申
し
込
み
方
法　

往
復

は
が
き
に
①
郵
便
番
号
、
住
所
②

氏
名
③
電
話
番
号
を
明
記
し
て
１

月
９
日
（
月
）
ま
で
に　

熊
本
県

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
。

◆
「
募
集
」

　

中
学
校
卒
業
以
上
で
、
学
習
意
欲

の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
年
齢
を
問
わ

ず
３
年
間
で
卒
業
が
可
能
。
ま
た
、

２
年
、
３
年
へ
の
転
入
・
編
入
も
可
。

☆
必
要
な
学
習
活
動
は
次
の
４
つ
で

す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
放
送
講

座
を
聴
き
な
が
ら
自
宅
で
学
習
。

②
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
添
削
指
導
を

受
け
る
。

③
月
平
均
２
回
登
校
し
、
授
業
を
受

け
る
。

④
学
期
毎
の
定
期
試
験
を
受
け
る
。

願
書
受
付
期
間

　

２
月
20
日（
月
）〜
３
月
30
日（
金
）

◆
「
試
験
」

　

消
防
法
（
昭
和
23
年
法
律
第

１
８
６
号
）
第
13
条
の
５
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
熊
本
県
知
事
か
ら
委
任

さ
れ
た
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

■
試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
第
１

類
〜
第
６
類
、
丙
種

■
試
験
の
日
時　

平
成
24
年
２
月
19

日
（
日
）

　

午
前
の
部
…
甲
種
、
乙
種
第
４
類

　

午
後
の
部
…
乙
種
第
１
・
２
・
３
・

５
・
６
類
、
丙
種

■
試
験
の
場
所　

熊
本
市

■
願
書
の
申
請
方
法　

書
面
申
請
…

平
成
24
年
１
月
４
日
（
水
）
〜
13

日
（
金
）
ま
で

電
子
申
請･･･

平
成
24
年
１
月
１

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
１
月
10
日

（
火
）
午
後
５
時
ま
で

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
パ
レ
ア

熊
本
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
５
５
）４
３
１
２

無
料
相
談
所
開
設
に
つ

い
て

熊
本
県
司
法
書
士
会
人
吉
支
部

（
支
部
長　

古
賀
晃
）

☎（
４
３
）６
２
５
５

派
遣
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー

開
催
の
ご
案
内

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部　

需
給
調
整
事
業
室

☎
０
９
６（
２
１
１
）１
７
３
１

熊
本
・
菊
池
・
宇
城
の
各
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

※都合により変更となる場合があります。

４日（水）

５日（木）
１0日（火）

１５日（日）

仕事始め
成人式
消防団出初式
小・中学校始業式
中央保育所マラソン大会
新春駅伝大会

１日（水）
１１日（土）

未定

山開き（仰烏帽子山）
「五木村もひな祭り」オープニング
式典（～３月１８日（日））　
五木中立志式

行事のお知らせ１月

２月

軽
自
動
車
検
査
協
会
熊
本

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
検
査
協
会
熊
本
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
９
）５
９
７
９

℻
０
９
６（
３
６
９
）５
０
１
７

通
信
制
課
程
生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等

学
校
《
放
送
教
育
コ
ー
ス
》

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学

校
〔
熊
本
校
〕

☎
０
９
６（
３
８
３
）７
３
３
０

平
成
23
年
度

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５




